
今
年
開
催
さ
れ
る
第
12
回

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
に
関
す
る
詳

細
が
、
発
表
さ
れ
た
。

開
催
日
は
、
９
月
15
日

（
土
）
と
16
日
（
日
）
と
な
っ

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
新

た
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
毎
年
恒

例
と
な
っ
て
い
た
一
般
公
開

講
演
会
の
開
催
は
、
今
年
は

行
わ
れ
な
い
。

そ
の
代
わ
り
に
フ
ェ
ス
タ

初
日
の
土
曜
日
に
新
企
画
と

し
て
、
大
々
的
に
開
催
さ
れ

る
の
は
「
音
楽
の
祭
典
」
で

あ
る
。
「
音
楽
の
祭
典
」
に

は
、
毎
年
、
最
終
日
に
行
わ

れ
て
い
た
ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ヴ

を
は
じ
め
と
し
た
音
楽
団
体

や
音
楽
サ
ー
ク
ル
の
演
奏
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
現
在
、
そ
の
出
演
者
も

募
集
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ズ
・

ラ
イ
ヴ
の
演
奏
者
は
、
今
年

も
田
口
幸
治
氏
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
た
「
サ
ウ
ン
ド
・
ペ
ー

パ
ー
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
で
、
埼
玉
同
窓
会

会
長
の
鈴
木
さ
と
み
氏
が
ピ

ア
ノ
を
担
当
す
る
。
数
々
の

ス
イ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
の
名
曲

演
奏
が
期
待
さ
れ
る
。

15
日
、
16
日
の
両
日
に
は
、

毎
年
恒
例
の
個
人
作
品
展
示

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
作
品

の
募
集
と
同
時
に
、
「
作
品

展
示
実
践
講
座
」
の
開
講
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の

タ
イ
ト
ル
や
制
作
者
名
が
書

か
れ
た
プ
レ
ー
ト
の
制
作
実

習
、
並
び
に
、
絵
画
や
写
真

な
ど
を
額
装
す
る
た
め
の
展

示
実
習
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
フ
ェ
ス
タ
期
間
中

の
企
画
展
示
と
し
て
、
「
卒

業
研
究
や
修
士
論
文
の
発
表
」

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

参
加
者
も
募
集
し
て
い
る
。

発
表
方
法
は
Ａ
２
版
の
ポ
ス

タ
ー
展
示
で
、
応
募
資
格
は

放
送
大
学
の
学
生
・
卒
業
生
・

教
職
員
と
さ
れ
て
い
る
。

例
年
通
り
に
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
は
、
バ
ザ
ー
や
物
産

販
売
な
ど
の
各
団
体
の
展
示

や
俳
句
・
川
柳
の
投
句
募
集

と
展
示
が
決
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
「
お
茶
席
」
で
の
抹

茶
を
楽
し
む
事
も
で
き
る
。

今
年
初
め
て
の
企
画
と
し
て
、

英
語
に
よ
る
日
本
文
化
の
紹

介
や
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
な
英
語

講
師
に
よ
る
楽
し
い
英
語
の

学
び
方
な
ど
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

最
終
日
の
16
日
（
日
）
に

は
、
８
階
講
堂
で
各
サ
ー
ク

ル
の
発
表
会
が
行
わ
れ
る
。

朗
読
劇
や
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
、

健
康
体
操
研
究
会
等
の
発
表

会
の
他
、
ア
メ
リ
カ
の
誕
生

か
ら
現
在
ま
で
を
ミ
ュ
ー
ジ

平
成
30
年
度
の
埼
玉
Ｃ
Ｓ

Ｃ
交
流
会
の
役
員
が
４
月
１

日
発
表
さ
れ
た
。

新
年
度
の
役
員
選
出
で
は
、

代
表
に
嶋
﨑
洋
明
（
未
来
の

会
・
代
表
）
の
６
期
目
の
留

任
が
決
定
し
た
。
ま
た
、
副

代
表
に
鈴
木
さ
と
み
（
放
送

大
学
埼
玉
同
窓
会･

会
長
）
、

大
島
祥
市
（
ラ
ル
ゴ

体
ほ

ぐ
し
の
会･

代
表
）
、
富
田

尚
隆
（
熟
年
会･

代
表
）
、

福
盛
田
恵
子
（
む
ぎ
の
会･

代
表
）
、
南
雲
功
（
ヴ
ィ
ー

ナ
ヴ
ァ
ル
ト･

ム
ジ
ー
ク
フ

ロ
イ
ン
デ
代
表
）
が
再
任
、

或
い
は
就
任
し
た
。
ま
た
、

会
計
に
松
井
喜
義
（
健
康
体

操
研
究
会
）
遠
藤
愼
一
（
健

康
体
操
研
究
会･

代
表
）
、

会
計
監
査
を
担
当
す
る
監
事

と
し
て
坂
本
賢
一
（
朗
読
の

会
「
こ
こ
ろ
」
代
表
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

事
務
局
で
は
、
事
務
局
長

に
野
呂
生
男
（
サ
ー
ク
ル
お

お
み
や･

代
表
）
、
事
務
局

員
は
八
木
正
毅
（
埼
玉
英
語

倶
楽
部･

代
表
）
、
田
口
和

美
（
放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会
）

を
選
任
し
た
。
そ
し
て
、
相

談
役
に
笹
原
誠
二
（
放
送
大

学
埼
玉
同
窓
会
）
、
篠
田
安

彦
（
江
戸
時
代
の
古
文
書
を

カ
ル
仕
立
て
に
ま
と
め
た
ダ

ン
ス
シ
ョ
ー
「
ア
メ
リ
カ
」

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
例
年
、
フ
ェ
ス
タ

最
後
の
盛
り
上
が
り
と
な
る

８
階
講
堂
で
の
懇
親
会
パ
ー

テ
ィ
は
、
今
年
も
最
終
日
の

16
日
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
ス
タ
に
関
す
る
詳
細

な
チ
ラ
シ
は
、
９
階
ロ
ビ
ー

に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
沢
山

の
学
生
諸
氏
の
参
加
・
応
募

を
期
待
し
た
い
。

（
冬
木
）

読
む
会
）
、
武
内
英
則
（
放

送
大
学
埼
玉
同
窓
会
）
が
就

任
。
理
事
と
し
て
は
、
尾
山

光
良
（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
・

代
表
）
、
嶋
田
英
男
（
バ
ラ

ン
ス
体
操
“
悠
悠
”
代
表
）
、

小
林
豊
（
舞
踏
研
究
会
・
代

表
）
、
原
義
正
（
江
戸
時
代

の
古
文
書
を
読
む
会
・
代
表
）

の
諸
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
学
習
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
、
事
務
長
の
岸
隆
一
氏

と
、
他
に
係
員
と
し
て
一
名

が
参
加
す
る
。

（
Ｆ
）

７
月
27
日
（
金
）
～
８
月

５
日
（
日
）
ま
で
単
位
認
定

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。
試
験

日
を
確
認
し
て
受
験
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
第
２
学
期
の

授
業
登
録
は
８
月
15
日
（
水
）

開
始
で
、
締
切
は
次
の
通
り
。

＊
郵
送
＝
８
月
30
日
（
木
）

《
本
部
必
着
》

＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
シ
ス

テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
）
＝

８
月
31
日
（
金
）
24
時
ま
で

次
の
日
程
で
、
卒
業
研
究

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
平
成
30
年
６
月
30
日

（
土
）
13
時
半
～
15
時

内
容
＝
卒
業
研
究
に
つ
い
て

の
説
明
会

希
望
者
は
、
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
又
は
電
話
（
048
―
650
―

２
６
１
１
）
で
申
し
込
み
。

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
終
了
後
、
履

修
修
了
者
に
よ
る
卒
業
研
究
・

修
士
論
文
発
表
会
を
行
い
ま

す
。
（
15
時
10
分
～
17
時
）

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
の
日

時
に
行
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
21
日
（
土
）
、

９
月
１
日
（
土
）

い
ず
れ
も
14
時
～

内
容
＝
大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体
験

談
、
施
設
見
学
、
個
別
相
談
、

面
接
授
業
（
７
月
21
日
の
み
）

な
ど
を
行
い
ま
す
。

放
送
大
学
を
含
む
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
さ
い
た
ま
に

加
盟
し
た
大
学
が
中
心
と
な

り
、
８
階
講
堂
に
て
、
合
同

大
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
平
成
30
年
７
月
９
日

（
月
）
15
時
半
～
18
時
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放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2
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学
生
新
聞

第12回埼玉フェスタは９月第３週末

初日は「音楽の祭典」で華やかに

ジャズ･ライヴも15日(土）に開催

テーマは“Ｎｅｗ Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ”

「
放
送
大
学
に
学
ぶ
」

①

笹
原
誠
二

私
は
定
年
退
職

を
機
に
生
涯
教
育
の

一
環
と
し
て
、
足
掛

け
11
年
間
で
教
養
学

部
の
５
コ
ー
ス
を
卒

業
し
名
誉
学
生
と
な
っ
た
後
、

最
後
の
６
コ
ー
ス
を
も
卒
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
ま
で
受
講
し

て
、
理
解
す
る
の
が
少
し
難

し
か
っ
た
コ
ー
ス
・
科
目
を

ご
紹
介
し
て
み
ま
す
。
皆
様

の
コ
ー
ス
選
択
の
際
の
ご
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
も
っ
と
も
単
位
取
得
に
苦

労
し
た
コ
ー
ス
」

「
自
然
と
環
境
コ
ー
ス
」

の
専
門
科
目
は
、
数
理
系
の

微
分
方
程
式
、
統
計
学
、
物

質･

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
物

理･

化
学
の
講
義
が
多
く
、

文
科
系
出
身
の
方
が
悩
ま
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
履

修
の
際
は
、
基
礎
科
目
や
共

通
科
目
の
中
か
ら
相
当
す
る

科
目
を
予
め
学
習
し
て
、
履

修
の
工
夫
を
し
て
お
く
の
も

一
考
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

確
か
に
こ
の
自
然
と
環
境

コ
ー
ス
の
テ
キ
ス
ト
を
見
る

と
、
微
分
方
程
式
や
化
学
式
、

計
算
式
が
数
多
く
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
計

算
式
の
流
れ
や
経
緯
ま
で
完

全
に
理
解
し
な
く
て
も
良
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
最
終
的
に
計
算
式
が
何

を
意
味
し
て
い
る
か
、
そ
の

計
算
式
の
要
素
が
ど
う
影
響

す
る
の
か
を
理
解
す
る
よ
う

に
し
て
お
け
ば
、
全
く
手
が

つ
か
な
い
事
も
な
い
し
、
逆

に
そ
の
部
分
は
あ
ま
り
気
に

せ
ず
に
読
み
飛
ば
す
事
も
可

能
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
実
際
の
試
験
で
も
、

ほ
と
ん
ど
計
算
内
容
に
関
す

る
問
題
は
出
さ
れ
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
放
送
科

目
も
面
接
科
目
も
他
の
コ
ー

ス
に
比
べ
て
多
少
科
目
数
自

体
も
少
な
め
で
、
し
か
も
記

載
内
容
が
よ
り
専
門
的
な
箇

所
が
あ
っ
て
、
す
べ
て
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
と
、
多
少

苦
労
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

学生手帳

今年の初めに半本講師の講義を拝聴してとて

も興味を持ち、今回のサロンに参加しました。

年に数回、埼玉学習センター主催で放送大学の

各教授等の講義が聴けます。参加は無料なので、

興味のある方はお申込になってみませんか？

今回のサロンのテーマは『錯視、錯聴がなけ

れば世界は認識できない（意識で見る・意識と

ＡＩ）、聴覚の不思議』というもの。

例えば、人間は両耳から入る声に、どうして

振り返ることができるのか（音源定位）。ある

いは、両耳に入ってくる友人との会話は、雑音

があっても、なぜ聞き取ることができるのか

（マスキング）。また、音の情報は感覚毛で選

別されるが、音認識は聴覚野だけで成り立って

いるのだろうか（聴覚器と脳）などである。

ある音の前後に発する音が、あたかも繋がっ

ているように聞こえる現象をマスキングという

が、その連続聴効果は音の中断時間に限界があ

り、中断時間が限界以上になると脳は何が起き

ているのか判断できず、単純に補完するという

作業が出来なくなるのだそうだ。一瞬のまばた

きには何の問題もないが、何秒も目を閉じてい

るのは怖く感じるのと同様であるとのこと。中

断時間を埋める連続聴効果は、意識せずともほ

ぼ「自動的」に聞こえてしまう。脳は耳に音が

入ってきた時､「その音がどういう状況で作り

出されたものか」を「解釈」し、時間差を調整

するという。

『視覚システム/聴覚システム』について考

えてみると、目から入った情報は大脳皮質視覚

野を通じ視覚情報処理がされる。これをプロ野

球選手の投球の速さに換算して考えてみた。視

覚処理に要する時間を考慮すると、視覚処理後

に打者はバットを振るという動作に入る事にな

る。では「じっくりボールを見て引き付けてか

らバットを振ると打てるのか？」というテーマ

で考えてみると、興味深い内容であった。

『夢で見た事が映像化できるか？』というテー

マでは、アメリカ・イエール大学のチームが

『心も夢も読み取りが可能』であるとする研究

に取り組み、驚きの精度で映像化することに成

功したそうだ。

また、ＡＩは人間の脳を模倣しているのでは

なく、「脳を模倣した数理モデル」を組み込ん

で作り上げられたシステムである。将棋や囲碁、

チェスなど、予め決められたルールと決められ

た動き方をインプット、応用して、これらのゲー

ムの対戦を実現している。では、先日将棋の名

人に勝ったＡＩは実際に勝負を「楽しんで」い

たか？･･･等々。その他付随するテーマに沿っ

た内容を、大変興味深く拝聴した。

漢字の読めない大臣がいる国ですが、その国

が立ち上げた放送大学に在籍している私たち学

生は、このように色々な教養と体験を通して自

分自身を磨けることに感謝しております。

今後とも素晴らしい講義が聴けることを期待

するとともに、学習センターの所長並びに各職

員の方々のますますのご尽力を、われわれもサ

ポートいたす所存でございます。

「《サロンはんもと》に参加して」

佐保義登

第
１
学
期
の
単
位
認
定
試
験

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
２
学
期
の
科
目
登
録

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

卒
業
研
究
ガ
イ
ダ
ン
ス

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
今
年
の
体
制

嶋
﨑
洋
明
代
表
が
６
期
目
の
留
任

副
代
表
に
は
鈴
木
さ
と
み
等
５
人
が
就
任

12
大
学
合
同
説
明
会



★
7
月
６
日
（
金
）
13
時
～

後
期
活
動
計
画
、
研
修
旅

行
計
画
の
検
討

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て

★
８
月
10
日
（
金
）
13
時
～
・

・
後
期
活
動
計
画
と
研
修
旅

行
計
画
の
決
定

・
映
写
会

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て

★
活
動
予
定
日
＝
６
月
26
日

（
火
）
、
７
月
３
日
（
火
）

★
８
月
21
日
（
火
）
、
28
日

（
火
）
10
時
半
～
12
時

健
康
体
操
特
別
講
習
会

★
活
動
日
＝
６
月
28
日
（
木
）
、

29
日
（
金
）
、
７
月
６
日

（
金
）
、
13
日
（
金
）
、

20
日
（
金
）
、
８
月
10
日

（
金
）
、
17
日
（
金
）

★
定
例
開
催
日
＝
６
月
３
日

（
日
）
、
７
月
14
日
（
土
）

★
７
月
４
日
（
水
）

茂
木
先
生
指
導

★
７
月
18
日
（
水
）
ボ
イ
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
竹
下
先
生
）

★
勉
強
会
＝
７
月
３
日
、

８
月
21
日

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
＝
８
月

28
日
午
前
は
好
き
な
課
題

に
取
り
組
み
、
午
後
は
講

義
「
時
代
に
遅
れ
な
い
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
知
識
」
。

★
映
画
鑑
賞
＝
８
月
23
日

「
熟
年
会
・
木
曜
名
画
座
」

★
活
動
予
定
は
毎
週
土
曜
日

15
時
～
17
時

場
所
は
日
に
よ
っ
て
、
公

民
館
や
大
学
講
堂
な
ど

梅
雨
空
を
吹
き
飛
ば
す
よ

う
な
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
・

サ
ム
ラ
イ
ブ
ル
ー
の
歴
史
的

な
初
勝
利
に
、
日
本
中
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
学
生
諸

氏
も
、
単
位
認
定
試
験
に
備

え
な
が
ら
も
、
テ
レ
ビ
前
の

指
定
席
か
ら
動
け
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
を
楽

し
み
つ
つ
、
試
験
に
も
全
力

で
臨
ん
で
下
さ
い
。

（
冬
）

第５７号 学 生 新 聞 ２０１８年６月２２日2

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

駒
込
駅
前
に
染
井
吉
野
発

祥
の
地
の
記
念
公
園
が
あ
り

ま
し
た
が
、
桜
は
既
に
八
重

桜
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

静
か
な
住
宅
地
に
も
大
き

な
桜
の
木
が
あ
り
、
草
花
が

一
斉
に
咲
き
乱
れ
て
い
ま
す
。

角
の
家
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

壁
に
塗
り
込
め
ら
れ
た
大
き

な
「
大
師
道
」
の
道
標
あ
り
。

や
が
て
「
門
と
蔵
の
あ
る
広

場
」
に
出
ま
し
た
。
旧
丹
羽

家
の
門
を
く
ぐ
る
と
、
さ
ほ

ど
広
く
は
な
い
庭
に
残
る
蔵

の
中
で
は
、
駒
込
の
桜
風
景

の
写
真
が
数
点
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
高
齢
の
男
性
が
、
慣
れ
た

口
調
で
駒
込
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
物
の
説
明
を
得
意
気
に
、

淀
み
な
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

も
う
少
し
、
訥
々
と
下
手
な

話
し
方
の
方
が
、
親
し
み
も

味
わ
い
も
あ
る
の
に
、
上
手

す
ぎ
て
、
話
が
上
滑
り
し
て
、

ま
る
で
、
テ
ー
プ
を
聴
い
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

染
井
坂
の
一
角
に
は
、
富

士
山
の
火
山
岩
と
思
わ
れ
る

一
塊
の
岩
石
が
あ
り
、
夫
婦

猿
の
道
祖
神
が
あ
り
ま
し
た
。

八
重
桜
が
満
開
。
桜
祭
り
の

提
灯
が
風
で
激
し
く
揺
れ
る

小
径
に
左
折
す
る
と
、
弘
法

大
師
像
の
あ
る
寺
に
出
ま
し

た
。
西
福
密
寺
で
し
た
。
屋

根
の
塔
の
水
煙
が
高
く
高
く

光
っ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど

の
大
き
な
「
大
師
道
」
の
道

標
に
納
得
。
桜
の
道
は
こ
の

寺
へ
の
参
道
だ
っ
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
、
こ
の
染
井
村

は
植
木
屋
が
多
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
約
４
０
０
０
坪
の
地
域

を
占
め
て
い
た
と
、
万
延
元

年(
18
60
)

に
来
日
し
た
イ
ギ

リ
ス
人
の
植
物
学
者
ロ
バ
ー

ト
・
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
は
、
そ

の
著
書
『
江
戸
と
北
京
』
に

書
い
て
い
ま
す
。
８
代
将
軍

徳
川
吉
宗
に
気
に
入
ら
れ
、

江
戸
城
内
の
庭
師
で
も
あ
っ

た
植
木
屋
、
伊
藤
伊
兵
衛
政

武
は
、
新
種
の
染
井
吉
野
の

栽
培
と
普
及
に
力
を
尽
く
し

「
花
聖
」
と
し
て
、
今
も
、

こ
の
寺
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

向
か
い
の
そ
め
い
よ
し
の

児
童
公
園
の
八
重
桜
の
木
の

下
に
は
、
屋
台
の
わ
ら
び
餅

屋
が
い
ま
し
た
。
様
々
な
彩

り
の
餅
の
中
に
、
桜
の
花
を

入
れ
た
淡
い
紅
色
の
珍
し
い

こ
の
時
期
だ
け
の
わ
ら
び
餅

が
あ
り
ま
し
た
。
時
折
、
満

開
の
八
重
桜
に
突
風
が
吹
く

と
、
数
輪
の
花
が
花
房
の
ま

ま
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
来
ま

し
た
。
住
宅
地
を
通
っ
て
、

や
が
て
、
染
井
霊
園
に
出
ま

し
た
。

明
治
時
代
に
整
備
さ
れ
た

霊
園
は
、
広
大
な
地
に
長
い

間
に
色
々
な
宗
派

の
宗
教
が
入
り
混

じ
り
、
し
か
も
代

替
わ
り
し
て
、
向

き
も
さ
ま
ざ
ま
に
、

墓
石
の
色
も
形
も

異
っ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
の
大
き

な
墓
標
は
、
博
士

何
々
先
生
と
か
、

男
爵
何
某
と
か
、

壮
観
で
す
。
区
画

ご
と
の
番
号
標
識
を
頼
り
に
、

分
け
入
っ
て
行
き
ま
す
が
、

な
か
な
か
目
当
て
の
文
学
者

の
墓
石
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

や
っ
と
、
二
葉
亭
四
迷
の

大
き
な
石
碑
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
中
央
に
本
名
の
長
谷

川
辰
之
助
と
大
き
く
、
ク
セ

の
強
い
筆
跡
で
彫
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
台
の
石
が
や
っ
と

入
る
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
に
、

窮
屈
そ
う
に
建
っ
て
い
ま
し

た
。
墓
の
間
の
狭
い
道
を
伝

い
な
が
ら
歩
い
て
ゆ
く
と
、

大
き
な
石
の
鳥
居
が
あ
り
、

一
段
と
高
い
堂
々
と
し
た
墓

所
が
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道

の
奥
地
ま
で
探
索
を
行
い
、

ア
イ
ヌ
人
を
敬
い
、
「
北
海

道
」
の
名
付
け
親
と
な
っ
た
、

松
浦
武
四
郎
の
墓
所
で
し
た
。

岡
倉
天
心
は
ア
メ
リ
カ
で
、

英
語
の
名
著
「
茶
の
本
」
を

出
版
し
、
東
洋
の
優
れ
た
文

化
を
広
く
世
界
に
紹
介
し
た

世
界
的
な
文
化
人
で
す
。
国

際
人
天
心
ら
し
い
「
永
久
の

平
和

岡
倉
」
の
墓
標
と
「
釋

天
心
」
の
小
さ
な
墓
石
が
、

足
元
に
あ
る
だ
け
で
し
た
。

高
村
家
の
墓
石
に
は
、
光

雲
、
光
太
郎
、
智
恵
子
他
、

多
数
の
名
が
あ
り
ま
し
た
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
巌
本

真
理
と
両
親
の
洋
風
の
墓
石

や
俳
人
水
原
秋
桜
子
の
墓
石

も
あ
り
ま
し
た
。

隣
の
日
蓮
宗
の
慈
眼
寺
に

は
、
芥
川
龍
之
介
や
谷
崎
潤

一
郎
の
墓
が
あ
り
、
隅
に
ひ
っ

そ
り
と
、
江
戸
時
代
の
絵
師
・

司
馬
江
漢
の
墓
標
が
忘
れ
ら

れ
た
よ
う
に
建
っ
て
い
ま
し

た
。
霊
園
を
歩
い
て
い
る
と
、

あ
ち
こ
ち
の
大
き
な
墓
石
に

ケ
ロ
イ
ド
状
に
焼
け
焦
げ
た

跡
が
く
っ
き
り
と
残
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
、
戦
争
の
空
襲

と
劫
火
に
炙
ら
れ
た
、
痛
ま

し
い
跡
で
す
。
こ
の
辺
り
は
、

江
戸
時
代
の
明
暦
の
大
火

（
振
袖
火
事
）
で
江
戸
を
焼

き
尽
く
し
た
出
火
元
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す

。
周
辺
の
寺

の
多
く
は
そ
の
後
、
今
の
吉

祥
寺

周
辺
に
移
転
し
ま
し
た
。

植
木
は
川
口
の
安
行
地
区

が
江
戸
の
花
木
の
生
産
地
と

な
り
、
関
東
大
震
災
後
は
、

植
木
屋
が

大
宮
へ
移
転
し
、

そ
の
地
は
、
今
は
盆
栽
の
町

と
し
て
、
外
国
人
で
賑
わ
う

ほ
ど
に
繁
栄
し
て
い
ま
す
。

染
井
霊
園
か
ら
、
坂
を
登

る
と
広
い
白
山
通
り
に
出
ま

し
た
。
巣
鴨
の
お
地
蔵
さ
ん

の
高
岩
寺
は
、
平
日
の
夕
方

で
風
も
強
く
、
さ
す
が
に
閑

散
と
し
て
い
ま
し
た
。
ボ
ケ

な
い
よ
う
に
、
ぼ
け
な
い
よ

う
に
と
何
度
も
煙
を
頭
に
か

け
ま
し
た

。
染
井
吉
野
発
祥

の
地
を
訪
ね
、
明
治
か
ら
の

１
５
０
年
間
の
著
名
人
の
足

跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

た
３
時
間
で
し
た
。

･

清
明
や
蔵
の
家
紋
は
五
三
桐

文
学
散
歩

染
井
界
隈

大
塚
絹
子

兼
題

鮎

平
成
三
十
年
六
月

大
皿
に
真
一
文
字
の
鮎
閑
か

順

多
摩
川
や
空
あ
お
あ
お
と
鮎
の
籠

厚
子

適
塾
の
三
和
土
ひ
ん
や
り
夏
兆
す

八
重
子

木
漏
れ
日
に
浅
瀬
を
鮎
の
影
迅
し

安
代

甲
香
の
香
く
ゆ
ら
せ
て
夏
座
敷

と
く
江

せ
せ
ら
ぎ
を
滝
に
お
と
し
て
栗
の
花

功

緑
陰
や
筆
良
寛
の
い
ろ
は
う
た

光
娥

敷
伸
し
を
は
ぐ
れ
ば
風
の
麻
衣

十
詩

梅
雨
晴
間
ひ
と
影
う
す
き
観
覧
車

明
美

鯉
の
口
ぱ
く
り
と
ひ
ら
く
薄
暑
光

由
美

見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日
午
後
１
時

俳
句

つ
み
草

―
生
涯
学
習
奨
励
賞
の
金
剛

賞･

金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
６
名

の
方
々
の
う
ち
、
３
名
の
方

か
ら
回
答
を
頂
い
た
。

Ｑ
放
送
大
学
入
学
の
き
っ
か
け

岡
里
順
子
＝
娘
二
人
が
独
立

し
、
空
の
巣
症
候
群
状
態
に
。

脱
却
の
た
め
の
就
職
試
験
で

「
短
大
卒
か
？
」
と
言
わ
れ
、

４
大
卒
の
資
格
を
得
よ
う
と

放
送
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。

加
治
原

二
仁
＝
定
年
後
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
、
美
術
館
の
設
備

管
理
の
仕
事
を
し
た
。
展
示
作

品
を
鑑
賞
す
る
た
め
の
基
礎
的

な
知
識
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

金
坂
祐
爾
＝
定
年
退
職
後
の

ボ
ケ
防
止
と
学
士
資
格
取
得

を
目
指
し
ま
し
た
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義

岡
里
＝
「
歴
史
と
人
間
」
で

す
。
今
も
手
元
に
あ
り
ま
す
。

加
治
原
＝
心
理
学
Ａ
「
人
生
の

意
味
の
心
理
学
」
、
人
間
の
探

求
「
自
己
を
見
つ
め
る
」
で
す
。

金
坂
＝
幾
つ
か
あ
る
が
、
一

番
と
い
う
程
の
も
の
は
な
い
。

Ｑ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事

岡
里
＝
「
歴
史
と
人
間
」
の

講
義
で
感
銘
を
受
け
た
福
沢

諭
吉
に
つ
い
て
、
卒
業
研
究

を
し
た
事
で
す
。
成
績
評
価

丸
Ａ
だ
っ
た
こ
と
で
、
次
に

続
け
る
意
欲
が
沸
き
ま
し
た
。

加
治
原
＝
面
接
授
業
の
近
代
小

説
研
究
で
太
宰
治
「
斜
陽
」
を

取
り
上
げ
、
作
品
の
中
に
「
希

望
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
い
だ

し
、
読
書
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。

金
坂
＝
単
位
認
定
試
験
の
結

果
が
Ｄ
以
下
と
思
っ
て
い
た

が
、
丸
Ａ
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

岡
里
＝
Ｐ
Ｃ
や
Ｔ
Ｖ
で
の
受

講
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
面

接
授
業
で
は
講
師
か
ら
の
直

接
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
か

ら
、
授
業
が
よ
り
分
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

加
治
原
＝
認
知
心
理
学
の
先
生

が
、
人
の
才
能
は
「
人
と
時
間
」

の
関
数
だ
と
言
わ
れ
た
。
目
的

に
向
か
っ
て
、
少
し
ず
つ
忠
実

に
継
続
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

金
坂
＝
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
持
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
自

の
目
標
に
邁
進
し
て
下
さ
い
。

Ｑ
今
後
の
目
標

岡
里
＝
卒
業
研
究
の
あ
と
が

き
で
「
今
後
も
勉
強
を
続
け

る
」
と
自
分
自
身
に
し
た
約

束
を
守
ろ
う
と
、
大
学
院
に

進
学
し
て
修
士
論
文
に
挑
戦

中
で
す
。
難
し
さ
に
挫
折
し

そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
あ
え

て
「
学
生
新
聞
」
に
公
表
し

た
事
で
、
後
に
は
引
け
な
く

な
り
ま
し
た
。

加
治
原
＝
今
後
は
、
伝
統
演
劇

に
つ
い
て
選
科
で
学
び
、
楽
し

み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
坂
＝
６
コ
ー
ス
目
を
修
了

す
る
事
で
す
。
そ
の
後
も
興

味
あ
る
科
目
を
つ
ま
み
食
い

し
て
楽
し
み
ま
す
。

平
成
30
年
5
月
20
日
、
放

送
大
学
埼
玉
同
窓
会
の
通
常

総
会
が
開
か
れ
、
新
役
員
に

よ
る
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

森
岡
会
長･

村
上
事
務
局
長

の
コ
ン
ビ
か
ら
、
武
内
会
長･

新
井
事
務
局
長
の
コ
ン
ビ
に

引
き
継
が
れ
て
以
来
３
年
が

経
過
し
、
今
年
は
、
会
長･

鈴

木
さ
と
み
、
事
務
局
長･

久
保

浩
子
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
武
内
英

則
前
会
長
は
勇
退
し
、
前
事

務
局
長
の
新
井
康
太
郎
は
新

た
に
副
会
長
と
し
て
の
役
目

を
担
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

埼
玉
同
窓
会
活
動
の
紹

介
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

ゼ
ロ
か
ら
同
窓
会
創
立
に

尽
く
さ
れ
た
諸
先
輩
の
努

力
と
、
力
強
い
意
志
の
存

在
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の

同
窓
会
は
平
成
２
年
６
月
、

本
部
同
窓
会
よ
り
一
足
先

に
発
足
し
て
い
ま
す
。
設

立
当
時
、
本
部
同
窓
会
と

は
、
会
費
徴
収
な
ど
を
巡
っ

て
軋
轢
が
生
じ
、
創
立
当

時
の
役
員
は
、
会
活
動
の

自
立
性
確
保
や
活
動
の
基
礎

を
保
持
す
る
た
め
に
、
解
散

覚
悟
で
本
部
と
の
交
渉
に
臨

み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
が
現
在
の
会
員

数
が
１
１
０
０
名
以
上
と
い

う
隆
盛
を
招
い
た
事
に
な
り

ま
す
。
埼
玉
同
窓
会
の
基
礎

を
ゼ
ロ
か
ら
創
り
上
げ
、
軌

道
に
乗
せ
た
諸
先
輩
方
の
苦

闘
と
努
力
に
敬
意
を
覚
え
ま

す
。現

在
は
、
年
２
回
の
会
報

「
さ
く
ら
草
」
を
発
行
し
、

研
修
旅
行
を
実
施
す
る
と
共

に
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
と

の
共
催
で
公
開
講
演
会
も
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

春
と
秋
に
行
わ
れ
る
入
学
者

の
集
い
を
は
じ
め
、
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
卒

業
式
で
は
、
有
志
に
よ
る
学

歌
斉
唱
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
会
則
は
時
代
に
合

わ
せ
た
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
原
点
は
、
会

員
の
親
睦
や
情
報
交
換
と
同

時
に
、
相
互
研
鑽
を
図
り
、

他
の
放
送
大
学
同
窓
会
や
放

送
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
達
成
の
た
め
の

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
今
年

度
４
月
の
入
学
式
に
は
大
学

本
部
の
撮
影
ク
ル
ー
が
取
材

を
行
い
、
大
学
の
窓
で
そ
の

内
容
が
全
国
に
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

の
学
生･

同
窓
会
会
員
の
合
唱

団･

室
内
交
響
楽
団
に
よ
る
大

学
学
歌
の
演
奏
で
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
是
非
、
観
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
新
役
員･

ス
タ
ッ

フ
の
一
新
は
、
す
な
わ
ち
、

新
し
い
活
動
に
向
け
て
の
脱

皮
で
す
。
今
後
も
同
窓
会
員

の
夢
を
実
現
す
べ
く
、
新
体

制
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
期
待
と

ご
支
援
を
頂
け
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

「
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
同
窓
会
」

新
体
制
で
脱
皮
を
目
指
す

副
会
長

新
井
康
太
郎

ウ
ィ
ー
ン
の
森

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
剛
賞･

金
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト

◆
７
月
７
日
（
土
）

「
地
域
に
お
け
る
子
育
て

シ
ス
テ
ム
」

講
師
＝
関

美
雪
（
埼
玉

県
立
大
准
教
授
）

◆
７
月
22
日
（
日
）

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
鉄
道

事
情
見
聞
記
―
30
年
通
っ
て

見
て
き
た
こ
と
―
」

講
師
＝
安
藤

陽
（
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

◆
７
月
７
日
（
土
）

「
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
科
学
座
談

会
」

14
時
半
～
16
時
半

講
師
＝
永
澤

明
（
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

場
所
＝
実
験
室

◆
７
月
11
日
（
水
）

「
サ
ロ
ン
し
ぶ
や
」
第
１
回

シ
リ
ー
ズ
『
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
を
楽
し
む
―
ハ
ム
レ
ッ

ト
』

14
時
～
16
時

講
師
＝
渋
谷
治
美
（
埼
玉

学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）

場
所
＝
第
１
講
義
室

◆
７
月
15
日
（
日
）

「
絵
画
サ
ロ
ン
こ
ざ
わ
」
④

『
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
は
何
か
。

描
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
』

13
時
～
15
時

講
師
＝
小
澤
基
弘
（
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

場
所
＝
多
目
的
室

７
月
の
公
開
講
演
会

８
階
講
堂

14
時
～
16
時

７
月
の
サ
ロ
ン
ご
案
内

熟

年

会

舞

踏

研

究

会


